
令和５年１０月 

保護者・地域の皆様へ 

【小学校版】令和５年度全国学力・学習状況調査の結果 
菰野町教育委員会  

 

令和５年４月１８日に、小学校６年生を対象に実施された全国学力・学習状況調査の結果の概要をまとめ

ました。 

結果の公表については、保護者・地域の皆様に学校教育と家庭教育についてのご理解とご協力を得ること

が何よりも大切であると考え、教科に関する結果、学力の背景となっている児童質問紙調査からみられた本

町の児童の好ましい傾向と教育課題、そして今後の取り組みについてお示しさせていただきます。 

 

 

 

  教科に関する調査は、国語、算数の２教科で実施されました。本町では、国語は、全国の平均正答率を

上回る結果となりました。算数は、全国の平均正答率を下回る結果となりました。 

  以下に、調査結果から「おおむね理解している問題」と「課題がみられた問題」についてまとめました。 
 

【小学校 国語】 
≪おおむね理解している問題≫ 

◇ インタビューの相手に対する質問の理由を捉える問題。 （正答率：約８割） 

・ インタビューの相手に「すてきな姿というのは、どのような姿ですか。」と質問した理由として適

切なものを選択することができます。 

≪課題がみられた問題≫ 

◆ グラフを用いて、考えが伝わるように工夫して書く問題。（正答率：約２割） 

・「グラフ」と「カード④」「カード⑤」をもとに、条件に合わせて学校の米作りの問題点と解決方法

について書きまとめることに課題がみられます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科に関する調査結果の概要 
 

課
題
が
み
ら
れ
た
問
題 

≪今後の学習の手立て≫ 

考えを分かりやすく伝えるために「どのようなグラフを使うとよいか」「グラフの特徴をどのように

書き表すとよいか」について児童が自分で考える学習場面、ペアやグループで考えを伝え合う学習場面、

友だちの助言を参考にして文章に書きまとめる学習場面を大切にします。 

経年的に示された条件に合わせて文章を書くことに課題が見られます。文章やグラフから読み取った

内容を条件に合わせて文章に書きまとめる学習活動を計画的に設定していきます。 



【小学校 算数】 
≪おおむね理解している問題≫ 

◇ （ ）を用いた式や加法と乗法の混合した式を具体的な場面と関連付けて読み取る問題 

                                    （正答率：約７割） 

・国語辞典と漢字辞典を並べた長さを求める２通りの式「５×２８＋４×２８」「（５＋４）×２８」

について、式の中の数や計算が何を表しているのかを読み取ることができます。   

◆ 三角形の底辺と高さの関係をもとに面積の大小を判断し、その理由を記述する問題。 

                                    （正答率：約２割） 

・三角形の面積を求めるために必要な底辺と高さに着目し、形が異なっても底辺と高さが等しければ、

面積も等しくなることを言葉や数を使って説明することに課題がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菰野町では、教育活動全体において、子どもたち一人ひとりをほめたり、認めたり、励ましたりしなが

ら自尊感情を育むこと、仲間と安心して学び合える学習環境をつくることを大切にしてまいりました。 

今後も、子どもたち一人ひとりのよさを認めたり、達成感を味わわせたり、お互いを認め合ったり助け

合ったりする教育活動を推進し、子どもたちが将来の夢や目標の実現に向かって自信を高めていけるよう

課題がみられた問題 

≪今後の学習の手立て≫ 

図形の面積の学習では、面積を求めるために図形のどの部分の長さが必要であるか判断する場面を設

定することが大切です。多くの辺の長さが示されている問題場面を学習課題として提示し、例えば、三

角形の面積を求める時、「どの辺の長さが必要か」を考え、選び出す学習場面を設定します。 

今回の調査問題の○かの三角形のように、高さが底辺の外側にある三角形の高さを捉えることに経年的

な課題が見られます。三角形の高さは底辺に対して垂直であることを繰り返し確認したり、どの部分が

高さになるのかを児童に説明させたりする学習場面を大切にしていきます。 

先生は、 

あなたのよいところ

を認めてくれている 

91.5％ 
（全国 89.8％） 

人が困っているとき

は、進んで助けている 

93.6％ 
（全国 91.6％） 

人の役に立つ 

人間になりたい 

96.2％ 
（全国 95.9％） 

いじめは、 

どんな理由があって

もいけないことだと

思う 

99.5％ 
（全国 96.9％） 

※子どもたちが児童質問紙で肯定的に回答した割合が全国より高かった設問より 

児童質問紙調査からみられた好ましい傾向 
 



努めてまいります。 

また、菰野町の子どもたちは、保護者・地域の皆様に支えられ、すこやかに成長しています。今後も保

護者・地域の皆様と連携・協働して地域ならではの特色を生かした学校づくりを進めてまいります。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、勉強しますか 

授業以外で１時間以上勉強をしてい

ると回答した児童の割合は、昨年度

に引き続き全国と比べて低く、低下

傾向にあります。 

家で自分で計画を立てて勉強（予習や復習をふく

む）をしている児童ほど、２教科の正答率が高い

傾向にあります。 

家庭で学習する習慣を身につけさせましょう 

 子どもたちに学校で学習した内容を定着させるためには、家庭での学習習慣を身につけさせることが

とても重要です。繰り返しの練習や授業の予習・復習に日常的に取り組むことで、基礎・基本が確実に

定着していきます。 

子どもたちが毎日の家庭学習に取り組むことができるように、励ましの声かけや学習に集中して取り

組める環境づくりにご協力をお願いします。 

 また、ゲームをする時間やスマートフォン、タブレットの使用時間が長時間とならないように、見守

りや声かけもお願いします。 

 菰野町では、家庭学習の充実ために「家庭学習の手引き」を作成し、子どもたちと保護者の皆様に配

付しています。「家庭学習の手引き」をご活用いただき、お子さんと一緒に家庭学習の取り組みについ

て、振り返っていただきますようお願いします。 

児童質問紙調査からみられた課題 
 

保護者・地域の皆様へ 

菰野町では、学校と教育委員会が一体となって、子どもたちの「確かな学力」の育成をめざ

して、子どもたちが「わかる・できる喜び」を実感できる授業改善と学力向上に向けた取り組

みを進めてまいります。 

 今後も、学校・家庭・地域が一体となって、子どもたちの成長を支えてまいりたいと考えて

おりますので、ご理解とご協力をお願いします。 


